
証券コード：7940

第59期　定時株主総会

招集ご通知
　

株主総会にご出席いただけない場合

書面またはインターネットで議決権を行使くださいま
すようお願い申しあげます。
議決権行使期限
2022年６月16日(木曜日) 17時まで

開催日時
2022年６月17日(金曜日) 13時
(受付開始:12時30分）

開催場所
東京都中央区銀座三丁目９番11号 紙パルプ会館
銀座フェニックスプラザ２階　フェニックスホール

第１号議案　定款一部変更の件
第２号議案　取締役５名選任の件

お土産のご用意はございません。

新型コロナウイルスに関するお知らせ

 本株主総会は、新型コロナウイルス感染症の状況に鑑み、その
運営につきましては、感染防止に努めつつ、安全な運営に徹し
開催させていただくことといたしました。当日ご出席を検討さ
れている株主様におかれましては、本株主総会開催日当日の感
染状況やご自身の健康状態にもご留意いただき、慎重にご検討
くださいますようお願い申しあげます。
 なお、詳細につきましては、本招集ご通知1ページから3ページ
の記載をご参照くださいますようお願い申しあげます。

　

ウェーブロックホールディングス株式会社
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証券コード　7940
2022年６月１日

株　主　各　位
東 京 都 中 央 区 明 石 町 ８ 番 １ 号
ウェーブロックホールディングス株式会社

代表取締役兼執行役員社長 石 原 　 　 智 憲

１．日 時 2022年６月17日（金曜日）13時（受付開始:12時30分）
２．場 所 東京都中央区銀座三丁目９番11号 紙パルプ会館

銀座フェニックスプラザ２階　フェニックスホール
（末尾の会場ご案内図をご参照ください。）

３．目 的 事 項
報 告 事 項 １．第59期（2021年４月１日から2022年３月31日まで）事業報告の内容、連結

計算書類の内容ならびに会計監査人および監査役会の連結計算書類監査結果報
告の件

２．第59期（2021年４月１日から2022年３月31日まで）計算書類の内容報告の
件

決 議 事 項
第１号議案 定款一部変更の件
第２号議案 取締役５名選任の件

第59期定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第59期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申し
あげます。
　なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、株主の皆様方におかれましては、極力、書
面またはインターネットにより事前に議決権をご行使いただき、株主様の健康状態にかかわらず、当
日のご来場につきましては慎重にご検討くださいますようお願い申しあげます。
　書面またはインターネットによる議決権のご行使にあたりましては、お手数ながら後記の株主総会
参考書類をご検討くださいまして、2022年６月16日（木曜日）17時までに、同封の議決権行使書
用紙に議案に対する賛否をご表示いただき到着するようご返送いただく方法、またはインターネット
による議決権行使の方法、いずれかによりご行使くださいますようお願い申しあげます。

敬　具
記

以　上
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●当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお
願い申しあげます。

●本株主総会における新型コロナウイルス感染症対策について
１．感染拡大防止のため、座席の間隔を拡げることから、ご用意できる席数が大幅に減少いたしま

す。そのため、当日ご来場いただいても入場をお断りする場合がございます。予めご了承くだ
さいますようよろしくお願い申しあげます。

２．新型コロナウイルス感染症拡大の状況次第では、やむなく会場や開始時刻が変更となる場合が
ありえます。その場合は、インターネット上の当社ウェブサイト（https://www.wavelock-
holdings.com/）に掲載いたします。株主の皆様におかれましては、当日ご来場いただく場合
でも、事前に、当社のウェブサイトを必ずご確認くださいますようお願い申しあげます。

３．議決権行使書による議決権行使は、ご返送いただく過程や集計作業に伴い感染リスクが生じま
す。そこで、事前に議決権を行使いただく場合には、極力、インターネットにより議決権を行
使いただきたくお願い申しあげます。

４．ご来場の株主様は、マスクの着用をお願い申しあげます。また、会場受付付近で、株主様のた
めのアルコール消毒液を配備いたします。

５．会場入口付近で検温をさせていただき、発熱があると認められる方、体調不良と思われる方は
入場をお断りし、お帰りいただく場合がございます。

６．当社役員および株主総会の運営スタッフは、検温を含め、体調を確認のうえマスク着用で応対
をさせていただきます。

７．当社役員の出席につきましても、状況を鑑みたうえで、株主総会当日の健康状態にかかわら
ず、一部の役員のみの出席とさせていただく可能性があります。

８．本総会においては、新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催時間を短縮する観点から、議
場における報告事項（監査報告を含みます）および議案の詳細な説明は省略させていただきま
す。株主様におかれましては、事前に招集通知にお目通しくださいますようお願い申しあげま
す。また、例年の株主総会で行なっております業績説明に相当する資料を本総会前日までに当
社ウェブサイト（https://www.wavelock-holdings.com/）に掲載いたします。
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９．本株主総会へのご来場を自粛くださる本総会の議決権をお持ちの株主の皆様におかれまして
は、当社ウェブサイト（https://www.wavelock-holdings.com/）内のお問い合わせフォー
ムから事前にご質問をお受けいたします。ご質問される場合、６月10日（金曜日）17時まで
にご送信ください。
いただきましたご質問に対しては全てご回答申しあげる予定ですが、頂戴いたしましたご質問
のタイミング、件数、内容等によりましては、株主総会後のご回答となる場合もあることをご
理解いただけますようお願い申しあげます。また、多くの株主様のご関心が高いと思われるご
質問に対しては、当社ウェブサイトを通じてご回答申しあげる予定です。

●本招集ご通知において提供すべき書類のうち、次に掲げる事項については、法令および定款第14
条 の 規定 に 基 づき 、 インターネット 上 の 当社 ウェブサイト （https://www.wavelock-
holdings.com/）に掲載しております。
①事業報告の「業務の適正を確保するための体制」、「業務の適正を確保するための体制の運用状

況の概要」
②連結計算書類の「連結株主資本等変動計算書」、「連結注記表」
③計算書類の「株主資本等変動計算書」、「個別注記表」
なお、これらの事項は、監査役が監査報告を、会計監査人が会計監査報告を作成するに際して監査
した事業報告、連結計算書類および計算書類に含まれております。

●株主総会参考書類ならびに事業報告、計算書類および連結計算書類に修正が生じた場合は、修正後
の内容をインターネット上の当社ウェブサイト（https://www.wavelock-holdings.com/）に掲
載させていただきます。
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株主総会にご出席される場合

議決権行使書用紙を会場受付にご提出ください。（ご捺印は不要です。）

日 時
　 2022年６月17日（金曜日）13時（受付開始：12時30分）

　
場 所

　 東京都中央区銀座三丁目９番11号　紙パルプ会館
銀座フェニックスプラザ２階　フェニックスホール

(末尾の「株主総会会場ご案内図」をご参照ください。)

書面で議決権を行使される場合

同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示のうえ、切手を貼らずにご投函ください。

行使期限
　 2022年６月16日（木曜日）17時到着分まで　

インターネットで議決権を行使される場合

（１）「スマート行使」による方法
① 同封の議決権行使書用紙右下に記載のQRコードをスマートフォンにてお読み取りいただき、

「スマート行使」へアクセスしたうえで、画面の案内に従って行使内容をご入力ください。
（ID・パスワードのご入力は不要です。）

② 「スマート行使」による議決権行使は１回限りです。
（２）ID・パスワード入力による方法

① 「議決権行使ウェブサイト」（https://soukai.mizuho-tb.co.jp/）にアクセスいただき、同封
の議決権行使書用紙に記載の議決権行使コードおよびパスワードにてログインのうえ、画面の
案内に従って行使内容をご入力ください。なお、セキュリティ確保のため、初回ログインの際
にパスワードを変更いただく必要があります。

議決権行使等についてのご案内
議決権は、以下の３つの方法により行使いただくことができます。
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② パスワード（株主様が変更されたものを含みます。）は今回の総会のみ有効です。次回の株主
総会時は新たに発行いたします。

③ パスワードはご投票される方がご本人であることを確認する手段です。なお、パスワードを当
社よりお尋ねすることはございません。

④ パスワードは一定回数以上間違えるとロックされ使用できなくなります。ロックされた場合、
画面の案内に従ってお手続きください。

行使期限
　 2022年６月16日（木曜日）17時まで　

インターネットによる議決権行使の際の注意点
① 「スマート行使」による議決権行使後に行使内容を修正したい場合は、お手数ですが上記（２）に記載の方法でご修正

いただきますようお願い申しあげます。
② 書面による議決権行使とインターネットによる議決権行使を重複された場合は、インターネットによるものを有効とし

ます。インターネットにより複数回行使された場合は、最後に行使されたものを有効とします。
③ インターネットによる議決権行使は、2022年６月16日（木曜日）の17時まで受け付けいたしますが、お早めに行使し

ていただきますようお願いいたします。
④ インターネット接続に係る費用は株主様のご負担となります。
⑤ インターネットによる議決権行使は一般的なインターネット接続機器にて動作確認を行っておりますが、ご利用の機器

やその状況によってはご利用いただけない場合があります。
なお、ご不明な点等がございましたら下記フリーダイヤルへお問い合わせください。

スマート行使・議決権行使ウェブ
サイトに関するお問い合わせ 電話  0120-768-524 （受付時間 9:00〜21:00 年末

年始を除く）

みずほ信託銀行株式会社　証券代行部（フリーダイヤル）
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現 行 定 款 変 更 案

（株主総会参考書類等のインターネット開示とみなし
提供）
第14条 当会社は、株主総会の招集に際し、株主総

会参考書類、事業報告書、計算書類および
連結計算書類に記載または表示をすべき事
項に係る情報を、法務省令に定めるところ
に従いインターネットを利用する方法で開
示することにより、株主に対して提供した
ものとみなすことができる。

（削　　除）

株主総会参考書類

第１号議案　定款一部変更の件
１．提案の理由
　「会社法の一部を改正する法律」（令和元年法律第70号）附則第１条ただし書きに規定する
改正規定が2022年９月１日に施行されることに伴い、株主総会資料の電子提供制度が導入され
ることとなりますので、次のとおり定款を変更するものであります。
(1) 株主総会参考書類等の内容である情報について電子提供措置をとる旨を定款に定めることが
義務付けられることから、変更案第14条（電子提供措置等）第１項を新設するものであり
ます。

(2) 株主総会参考書類等の内容である情報について電子提供措置をとる事項のうち、書面交付を
請求した株主に交付する書面に記載する事項の範囲を法務省令で定める範囲に限定すること
ができるようにするため、変更案第14条（電子提供措置等）第２項を新設するものであり
ます。

(3) 株主総会資料の電子提供制度が導入されますと、現行定款第14条（株主総会参考書類等の
インターネット開示とみなし提供）の規定は不要となるため、これを削除するものでありま
す。

(4) 上記の新設及び削除される規定の効力に関する附則を設けるものであります。なお、本附則
は期日経過後に削除するものといたします。

２．変更の内容
　変更の内容は、次のとおりであります。

（下線部分は変更箇所を示しております。）
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現 行 定 款 変 更 案

（電子提供措置等）
（新　　設） 第14条 当会社は、株主総会の招集に際し、株主総

会参考書類等の内容である情報について電
子提供措置をとるものとする。

当会社は、電子提供措置をとる事項のうち
法務省令で定めるものの全部または一部に
ついて、議決権の基準日までに書面交付請
求をした株主に対して交付する書面に記載
しないことができる。

（新　　設） （附則）
（株主総会資料の電子提供に関する経過措置）

（新　　設） 第１条 定款第14条（株主総会参考書類等のインタ
ーネット開示とみなし提供）の削除および
定款第14条（電子提供措置等）の新設は、
2022年９月１日から効力を生ずるものとす
る。

前項の規定にかかわらず、2022年９月１日
から６か月以内の日を株主総会の日とする
株主総会については、定款第14条（株主総
会参考書類等のインターネット開示とみな
し提供）は、なお効力を有する。

本条の規定は、2022年９月１日から６か月
を経過した日または前項の株主総会の日か
ら３か月を経過した日のいずれか遅い日後
にこれを削除する。
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候補者
番号 氏　名 現在の当社における地位及び担当 取締役会出席状況

取締役候補者

属　　性

1 い し

石
は ら

原
 

　
と も

智
の り

憲 代表取締役兼執行役員社長 100％ (19/19回) 再 任 執 行
　

２ か み

上
じょう

條
 

　
 

　
まこと

誠 取締役兼執行役員副社長
新規事業開発担当 100％ (19/19回) 再 任 執 行

　

３ は ぎ

萩
は ら

原
 

　
く に

邦
あ き

章 社外取締役 100％ (19/19回) 再 任 社 外 独立役員
　

４ や ま

山
き

木
 

　
 

　
ひろし

浩 社外取締役 100％ (19/19回) 再 任 社 外 独立役員
　

５ ゆ の き

柚木
 

　
け ん

憲
い ち

一 社外取締役 100％ (15/15回) 再 任 社 外 独立役員
　

再 任 …再任取締役候補者 新 任 …新任取締役候補者 社 外 …社外取締役候補者 執 行 …業務執行取締役候補者

独立役員 …証券取引所届出独立役員候補者

第２号議案　取締役５名選任の件
　現在の取締役は、本定時株主総会終結の時をもって全員任期満了となります。
　つきましては、取締役５名の選任をお願いいたしたいと存じます。
　取締役候補者は次のとおりであります。

(注) 柚木憲一氏は2021年６月18日開催の第58期定時株主総会にて新たに取締役に選任され、就任いたしましたので、同日以降に開
催された取締役会の出席状況を記載しております。
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候
補
者
番
号

氏
名

経
営
経
験

国
際
経
験

当
社
事
業
・
業
界
経
験

製
造

原
材
料

営
業

財
務
・
会
計

法
務

資
本
市
場
・
IR

新
規
事
業
・
M
&
A

人
事
政
策

１ 石原 智憲 〇 〇 ◎ 〇 〇
２ 上條 　誠 〇 ◎ 〇 〇
３ 萩原 邦章 〇 〇 ◎ 〇 〇
４ 山木 　浩 ◎ 〇 〇 〇 〇
５ 柚木 憲一 〇 〇 ◎ ○

取締役スキルマトリックス

(注) ５つ以内のスキルをマークするものとし、最もコアとなるスキルに◎を、コアとなるスキルに〇を表示しております。
なお、各人の有するスキルはマークされたものに限定される意味ではありません。
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候補者番号

１
い し

石
は ら

原
 

 
と も

智
の り

憲　（1965年８月11日生） 再 任 執 行
　

現在の当社における地位および担当 所有する当社の株式の数 取締役会への出席状況

代表取締役兼執行役員社長 60,000株 19/19(100％)

略歴（地位、担当及び重要な兼職の状況）

    1989年    4 月 （株）リクルート入社
    2005年    4 月 同社経理部長
    2006年    4 月 同社財務部長
    2008年    4 月 同社事業統括室カンパニーパートナー
    2009年    7 月 当社執行役員管理本部長
    2010年    4 月 （株）ウェーブロック・アドバンスト・テクノ

ロジー監査役
    2010年    5 月 中央プラスチック工業共同組合理事（現任）
    2010年    6 月 当社取締役兼執行役員管理本部長

日本ウェーブロック（株）監査役
ダイオ化成（株）監査役
（株）ウェーブロックインテリア（現、クレア
ネイト（株））監査役
（株）シャインテクノ監査役

    2010年    7 月 当社取締役兼執行役員管理本部長兼施設部担
当兼総務部長兼人事部長

    2011年    4 月 当社取締役兼執行役員管理本部長兼総務部長
兼人事部長

    2011年    6 月 日本ウェーブロック（株）取締役
ダイオ化成（株）取締役
（株）ウェーブロックインテリア（現、クレア
ネイト（株））取締役
（株）ウェーブロック・アドバンスト・テクノ
ロジー取締役
（株）シャインテクノ取締役

    2012年    3 月 Wavelock Korea Co., Ltd.理事

    2012年    10月 当社取締役兼執行役員管理本部長兼上場準備
室担当

    2013年    2 月 （株）イノベックス取締役
    2014年    6 月 （株）シャインテクノ監査役
    2017年    4 月 当社取締役兼執行役員管理本部長
    2018年    9 月 （株）エンファクトリー取締役（監査等委員）
    2019年    2 月 （株）シャインテクノ取締役
    2020年    9 月 （株）エンファクトリー監査役（現任）
    2021年    4 月 当社代表取締役兼執行役員社長（現任）
    2022年    3 月 （株）イノベックス取締役（現任）
    2022年    4 月 （株）ウェーブロック・アドバンスト・テクノ

ロジー取締役（現任）

(重要な兼職の状況)
　　　　－
(候補者の選任理由)
　当社および当社グループ会社の経理財務部門および管理部門の責任者を務めるなど、経理財務および管理業務において豊富な経験、
実績、見識を有しており、当社グループにおける経営全般の指揮を執り、コーポレートガバナンスの推進に適任であると判断し、引き
続き取締役候補者といたしました。

－ 10 －



候補者番号

２
か み

上
じ ょ う

條
 

 
 

　
ま こ と

誠　（1961年７月28日生） 再 任 執 行
　

現在の当社における地位および担当 所有する当社の株式の数 取締役会への出席状況

取締役兼執行役員副社長
新規事業開発担当 － 19/19(100％)

略歴（地位、担当及び重要な兼職の状況）

    1984年    4 月 三井物産（株）入社
    1992年    11月 同社中国広州事務所
    2003年    12月 同社合成樹脂本部産業材料事業部事業開発室

長
    2006年    4 月 同社化学品第二本部汎用材料事業部汎用樹脂

第一室長
    2008年    3 月 同社化学品第二本部化学品第二本部業務部企

画業務室長
    2012年    6 月 同社欧州・中東・アフリカ本部

SeniorVicePresident兼化学品商品本部長
    2014年    10月 三井物産プラスチック（株）取締役専務執行役

員
    2017年    4 月 三井物産（株）パフォーマンスマテリアルズ本

部長補佐
    2018年    10月 当社社長補佐・特命事項担当
    2018年    12月 （株）ウェーブロックインテリア（現、クレア

ネイト（株））取締役
（株）ウェーブロック・アドバンスト・テクノ
ロジー取締役
Wavelock Korea Co.,ltd.理事（現任）

    2019年    1 月 当社執行役員経営企画室担当兼資材部担当
    2019年    6 月 当社取締役兼執行役員経営企画室担当兼資材

部担当
（株）イノベックス取締役
（株）シャインテクノ取締役

    2020年    4 月 （株）イノベックス取締役兼執行役員副社長
    2021年    3 月 （株）ウェーブロック・アセットマネジメント

取締役(現任)
    2021年    4 月 当社取締役兼執行役員副社長(現任)

（株）イノベックス取締役(現任)
ヤマト化学工業（株）代表取締役社長
サクラポリマー（株）代表取締役社長
Wavelock International Asia Co.,Ltd. 
Managing Director(現任)

(重要な兼職の状況)
　　　　－
(候補者の選任理由)
　総合商社において、国内外の樹脂関連ビジネスに長年携わった豊富な経験と見識を生かし、当社各事業の国内外における発展と推進
に適任であると判断し、引き続き取締役候補者といたしました。

－ 11 －



候補者番号

３
は ぎ

萩
は ら

原
 

 
く に

邦
あ き

章（1953年８月19日生） 再 任 社 外 独立役員
　

現在の当社における地位および担当 所有する当社の株式の数 取締役会への出席状況

社外取締役 － 19/19(100％)

略歴（地位、担当及び重要な兼職の状況）

    1976年    3 月 萩原工業(株)入社
    1976年    12月 同社取締役
    1979年    12月 同社常務取締役
    1984年    12月 同社代表取締役社長
    2010年    1 月 同社代表取締役社長　社長執行役員
    2016年    1 月 同社代表取締役会長

    2016年    3 月 トラスコ中山(株)社外取締役（現任）
    2018年    6 月 東洋平成ポリマー(株)代表取締役社長
    2020年    6 月 当社社外取締役（現任）
    2021年    10月 東洋平成ポリマー(株)取締役会長（現任）
    2022年    1 月 萩原工業(株)取締役会長（現任）

(重要な兼職の状況)
萩原工業（株）取締役会長、東洋平成ポリマー（株）取締役会長、トラスコ中山（株）社外取締役
(候補者の選任理由及び期待される役割の概要)
　樹脂業界に長年携わり、上場企業の代表取締役社長としての経験を有しております。当社の経営全般および当社の海外における事業
展開について助言を頂けることを期待し、社外取締役候補者といたしました。また、同氏が選任された場合は、指名・報酬委員として
当社の役員候補者の選定や役員報酬等の決定に対し、客観的・中立的立場で関与いただく予定です。
(社外取締役在任年数)
　２年(本株主総会終結時)

－ 12 －



候補者番号

４
や ま

山
き

木
 

 
 

　
ひ ろ し

浩　（1957年９月18日生） 再 任 社 外 独立役員
　

現在の当社における地位および担当 所有する当社の株式の数 取締役会への出席状況

社外取締役 － 19/19(100％)

略歴（地位、担当及び重要な兼職の状況）

    1981年    4 月 三井物産(株)入社
    1995年    10月 Rich Mount,Inc. Chairman of the Board.
    1999年    10月 日本ＧＥプラスチック(株)営業本部長
    2001年    5 月 ＧＥポリマーランドジャパン(有) 代表取締役

社長
    2003年    12月 (株)日本ミシュランタイヤ乗用車用タイヤ担当

執行役員
    2007年    6 月 Underwriters Laboratories,Inc.( 現 、 UL 

LLC)Vice President.
(株)UL Japan代表取締役社長

    2010年    1 月 UnderwritersLaboratories,Inc.
（現、ULLLC）上級副社長兼BUプレジデント

    2016年    11月 (株)イセノート代表取締役（現任）
    2018年    6 月 当社社外取締役（現任）

(重要な兼職の状況)
(株)イセノート代表取締役
(候補者の選任理由及び期待される役割の概要)
　樹脂関係のビジネス経験、ならびに、国内および米国等海外の法人において経営者としての豊富な経験を有しており、当社の経営全
般および海外における当社の事業展開について助言を頂けることを期待し、社外取締役候補者といたしました。また、同氏が選任され
た場合は、指名・報酬委員として当社の役員候補者の選定や役員報酬等の決定に対し、客観的・中立的立場で関与いただく予定です。
(社外取締役在任年数)
　４年(本株主総会終結時)

－ 13 －



候補者番号

５
ゆ の

柚
き

木
 

 
け ん

憲
い ち

一（1954年１月20日生） 再 任 社 外 独立役員
　

現在の当社における地位および担当 所有する当社の株式の数 取締役会への出席状況

社外取締役 － 15/15(100％)

略歴（地位、担当及び重要な兼職の状況）

    1977年    4 月 野村證券（株）入社
    2000年    6 月 同社取締役営業業務本部近畿担当
    2003年    4 月 同社取締役営業業務本部東京・沖縄担当兼本店

長
    2003年    6 月 同社執行役営業業務本部東京・沖縄担当兼本店

長
    2004年    4 月 野村ビジネスサービス（株）代表取締役社長
    2008年    4 月 野村ファシリティーズ（株）（現、野村プロパ

ティーズ（株））取締役副社長

    2009年    4 月 同社(株)代表取締役社長
    2011年    4 月 野村證券(株)　顧問
    2011年    7 月 一般財団法人地域総合整備財団（ふるさと財

団）理事長
    2018年    9 月 TradFit(株)　顧問（現任）
    2021年    6 月 当社社外取締役（現任）

(重要な兼職の状況)
　　　　－
(候補者の選任理由及び期待される役割の概要)
　長年にわたり証券会社に在籍し、営業部門、管理部門の業務に携わり、経営者としての経験も有しております。それらの経験に基づ
く豊富な知見から、当社の経営全般について助言を頂けることを期待し、社外取締役候補者といたしました。また、同氏が選任された
場合は、指名・報酬委員として当社の役員候補者の選定や役員報酬等の決定に対し、客観的・中立的立場で関与いただく予定です。
(社外取締役在任年数)
　１年(本株主総会終結時)

（注）１．各候補者と当社との間にはいずれも特別の利害関係はありません。
２．当社と社外取締役候補者の萩原邦章氏、山木浩氏および柚木憲一氏は、会社法第427条第１項の規定

に基づき、会社法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。
当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、会社法第425条第１項が定める最低責任限度額としてお
ります。なお、各氏の再任が承認された場合には、当該契約を継続する予定です。

３．当社は会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結してお
ります。当該保険契約の被保険者の範囲は当社取締役および監査役（社外取締役および社外監査役を
含む）並びに子会社取締役および監査役であり、被保険者は保険料を負担しておりません。各候補者
が取締役に選任され就任した場合は、当該保険契約の被保険者となります。
また、当該保険契約は次回更新時においても同内容での更新を予定しております。

４．当社は、萩原邦章氏、山木浩氏および柚木憲一氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指
定し、同取引所に届け出ております。

以　上

－ 14 －



(2021年 4 月 1 日から
2022年 3 月31日まで)

連結売上高 210億２百万円
（前期比28.2％減） 連結経常利益 ９億３百万円

（前期比36.8％減）

連結営業利益 ６億49百万円
（前期比56.4％減）

親会社株主に帰属する
当期純利益 ６億55百万円

（前期比72.6％減）

（提供書面）

事　 業　 報　 告

１．企業集団の現況
(1)　事業の経過及び成果

　当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の再拡大により、一部地域では度重な
る緊急事態宣言の発令や、まん延防止等重点措置による外出自粛、飲食店を中心とした休業・営業時間短縮
要請等が継続的に行われ、経済活動は制限を受ける状況が続いておりました。一方、ワクチン接種が進み、
一時は新型コロナウイルス感染症の新規感染者数の減少傾向が継続したこと等により、段階的な経済活動の
再開に伴う景気回復の兆しもみられたものの、新たな変異株の出現による感染再拡大に加え、ロシアによる
ウクライナ侵攻等、地政学的リスクの高まりや、エネルギーや原材料価格の更なる高騰等もあり、先行きは
依然として不透明な状況が続いております。
　このような状況のもと、当社グループでは、前連結会計年度末に実行した（株）ウェーブロックインテリ
ア（2022年１月１日にクレアネイト（株）に社名変更）株式の一部譲渡により、事業ポートフォリオを変
更し、新たな経営体制の下で、「グループ　ビジョン・ミッション・バリューズ」を制定いたしました。ま
た、当連結会計年度を初年度とする中期経営計画を策定し、各種取り組みに注力してまいりました。
　この結果、当社グループ全体の売上高は210億２百万円（前期比28.2％減）、営業利益は６億49百万円
（前期比56.4％減）、経常利益は９億３百万円（前期比36.8％減）、親会社株主に帰属する当期純利益は
６億55百万円（前期比72.6％減）となりました。

－ 15 －



　当連結会計年度における各セグメントの経営成績は以下のとおりであります。
　なお、前連結会計年度につきましては、インテリア事業の損益計算書を連結しております。（株）ウェ
ーブロックインテリア（2022年１月１日にクレアネイト（株）に社名変更）株式の一部譲渡による同事
業の廃止に伴い、当連結会計年度の業績数値は、前連結会計年度と比較して減少しております。
　また、各セグメントの売上高は、セグメント間の内部売上高を含めて記載しております。

－ 16 －



マテリアルソリュー
ション事業

　マテリアルソリューション事業については、ビルディングソリューションおよび
インダストリアルソリューション分野において、新型コロナウイルス感染症のワク
チン接種会場向けシートおよび東京オリンピック・パラリンピックに係る工事等の
特需もあり、また、回復の動きが見られる建設工事の需要を引き続き取り込み、好
調に推移しました。パッケージングソリューション分野においては、原材料価格上
昇分の販売価格への転嫁を進め、コロナ禍における健康志向の高まりを背景とする
ヨーグルト関連のシート需要が増加したことや、主要取引先との連携も強化し、取
引拡大を図りました。アグリソリューション分野においても、国内農業における資
材等への投資意欲に回復が見られたこともあり、農業用資材等の販売が堅調に推移
しました。一方、リビングソリューション分野においては、販売先となるホームセ
ンター業界において、昨年の巣ごもり需要からの反動減が続き、さらに、需要期と
なる夏場での長雨等の気候影響も受け、販売が落ち込みました。この結果、事業全
体の売上高は163億64百万円（前期比1.4％増）となりました。また、生産効率の
向上による原価低減や継続的なコスト削減に努めたものの、原材料価格の上昇等に
よりセグメント利益は９億50百万円（前期比23.6％減）となりました。

【主要な事業内容】
　当事業は、独自の技術による高品質な各種合成樹脂製品（シート、フィルム、メ
ッシュ、ネット等）を建設資材・住宅資材・産業資材・農業資材・日用雑貨・食品
包材等幅広い分野に向け販促を行なっており、業界別・製品群別に編成された下記
５つのソリューション営業部に分けることで、市場の変化に対応し、最適なソリュ
ーションを提供しております。
①ビルディングソリューション：主な製品として、工事用シート・メッシュといっ
た仮設建設資材や、土木・林業資材として利用される植生網や防草フェンス、ま
た、間仕切用資材となるカーテン・シートシャッター等を提供しております。
②インダストリアルソリューション：主な製品として、建物内で火災が発生した際
に煙が拡散していくのを防ぐ不燃シートである防煙垂壁や、レインウェア等の原材
料として衣料用に特殊配合したシートなどを提供しております。
③アグリソリューション：主に農業用向け製品として、厳しい日差しや害虫から農
作物を守る遮光・遮熱ネット、防虫ネットや、霜や寒さ対策の保温シート等の各種
被覆資材から土壌改良材までを幅広く提供しております。
④リビングソリューション：全国のホームセンターを中心に網戸用の替え網や住宅
廻りのネット資材、サッシと組合わされ網戸として住宅等に設置される防虫網、農
園芸用の被覆資材、関連商品などを提供しております。
⑤パッケージングソリューション：乳製品、菓子、コンビニエンスストア等での弁
当容器などの各種食品用パッケージから電子部品用パッケージまでの幅広い製品を
提供しております。
　 当事業 は 、 （ 株 ） イノベックス 、 掛川 ソーイング （ 株 ） 、Wavelock 
International (Thailand)Co.,Ltd.、大連嘉欧農業科技有限公司、威海精誠物流有
限公司が担当しております。

（注）2022年４月１日付で当事業セグメントに新たに（株）エイゼンコーポレー　　　
ションが加わり、地中熱ビジネスへの取組みを強化しています。

売上高

163億64百万円
（前期比1.4％増）

セグメント利益

９億50百万円
（前期比23.6％減）
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アドバンストテク
ノロジー事業

　アドバンストテクノロジー事業については、デコレーション＆ディスプレー分野
（金属調加飾フィルム分野およびPMMA／PC二層シート分野から名称変更）にお
いて、ロックダウン解除後のインドや東南アジア市場での需要が回復し、また、国
内市場においても自動車用途中心に需要が堅調に推移しました。さらに、欧米市場
においても、新規案件の立ち上げが進み、大きく伸長しました。自動車用内装ディ
スプレー用途においても、新規案件獲得等の成果が順調に推移し、売上が伸長しま
した。この結果、事業全体の売上高は46億70百万円（前期比13.2％増）となりま
した。また、品質の安定化と生産効率の向上やコスト削減に努め、セグメント利益
は３億45百万円（前期比340.3％増）となりました。

【主要な事業内容】
　当事業は、金属調加飾フィルム分野として、特殊金属を蒸着したフィルムを使用
した金属調テープを自動車外装用に、同じく特殊金属蒸着フィルムを使用した金属
調加飾フィルムを自動車・自動二輪向け、家電、雑貨向け部品外装用に製造・販売
しております。また、自動車や家電分野のディスプレー向け高透明二層シートの製
造・販売、医療用湿布基材に対する特殊印刷加工、および、消費財用包装材や段ボ
ールなどの包装材を簡易に開封できる開封テープの販売等を行っております。
　当事業の製品は、自動車、家電業界の2次加工メーカーや1次サプライヤーでの
加工、組み立てを経て、最終メーカーでの製品化の後、最終ユーザーに提供され、
商流には商社等が介在する場合もあります。
　当事業は、（株）ウェーブロック・アドバンスト・テクノロジー、Wavelock 
Korea Co.,Ltd. 、 Wavelock Advanced Technology Inc. 、 Wavelock 
Advanced Technology GmbHが担当しております。

売上高

46億70百万円
（前期比13.2％増）

セグメント利益

３億45百万円
（前期比340.3％増）
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事 業 区 分

第 58 期
（2021年３月期）
（前連結会計年度）

第 59 期
（2022年３月期）
（当連結会計年度）

前期比

金 額 構 成 比 金 額 構 成 比 金 額 増 減 率

イ ン テ リ ア 事 業 9,431百万円 31.8％ －百万円 －％ △9,431百万円 －％
マ テ リ ア ル
ソリューション事業 16,131 54.3 16,364 77.8 233 101.4

ア ド バ ン ス ト
テ ク ノ ロ ジ ー 事 業 4,127 13.9 4,670 22.2 543 113.2

合 計 29,690 100.0 21,035 100.0 △8,655 70.8

事業別売上高

（注）セグメント間の内部売上高を含めて記載しております。
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(2)　資金調達の状況
資金調達は自己資金および借入れによっております。

(3)　設備投資の状況
　当連結会計年度に実施いたしました設備投資は、総額8億60百万円で、主なものは次のとお
りです。
　マテリアルソリューション事業において、生産設備の更新および生産能力増強のため２億
95百万円の設備投資を実施しました。
　アドバンストテクノロジー事業において、生産設備の更新および生産能力増強のため５億
43百万円の設備投資を実施しました。

(4)　事業の譲渡、吸収分割または新設分割の状況
該当事項はございません。

(5)　他の会社の事業の譲受けの状況
該当事項はございません。
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(6)　吸収合併または吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
該当事項はございません。

(7)　他の会社の株式その他の持分または新株予約権等の取得または処分の状況
該当事項はございません。
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(8)　経営方針、経営環境及び対処すべき課題等
＜経営方針＞
当社は、安定的且つ継続的な成長を長期的目標とし、中長期的視野に立った事業ポートフォリオの構築

を重視し、既存事業の強化と新規事業の確立を車の両輪と捉え、バランスの取れた資源配分・事業展開を
目指しております。
この方針を明確化するために、2021年4月に新体制を迎えるにあたり、グループのビジョン・ミッショ

ン・バリューズを新たに制定いたしました。
「ビジョン」とは、実現を目指す、将来のありたい姿であり、ウェーブロックグループのステークホル

ダーの幸せを最大化するために、業界の中でも世界トップクラスの収益性を誇る存在感のある企業になる
ことを目指します。
「ミッション」とは、企業が果たすべき使命・存在意義であり、ウェーブロックグループの製造技術、

ノウハウ、ビジネス上のリレーションやネットワークを駆使して、社会が抱えるさまざまな「不」を解決
することを目指します。
「バリューズ」とは、組織の共通の価値観であり、個人を尊重し、正直であり誠実に行動し、前向きな

失敗は問わない、とするものです。
このような方針のもと、当社グループは、安定的成長を前提とした長期利益の獲得を企図し、利益率や

ROE、ROIC等、収益性や効率性を重視した経営を行っていくことを目指します。
＜経営戦略等＞
当社グループは「異なる特徴を持つモノを複数組み合わせることで新たな価値を生み出すこと」すなわ

ち『マテリアルシナジー』を事業キーワードとして、売上の伸張、収益性の向上、および事業領域の拡大
に取り組んでおります。
当社グループが特に重視している「組み合わせ」は以下の５つです。
第一に、技術や素材の「組み合わせ」です。当社グループの製品は樹脂を中心に、異なる性質を持つ素

材の組み合わせや、複数の加工を加える事で付加価値を提供しています。素材としては樹脂、紙、糸、金
属等、技術としては接着、溶着、ラミネート、表面加工、印刷、エンボス加工、編織、蒸着、発泡等であ
り、それらを複数組み合わせて製商品を提供しております。
第二に、事業の「組み合わせ」です。複数の異なる事業を組み合わせる事で、１つの業界、１つの市場

の趨勢だけで会社全体の命運が左右されないような事業ポートフォリオの構築に努めております。また、
事業の成熟度・成長性のステージが違う事業を組み合わせることで、成熟した事業が生み出すキャッシ
ュ・フローを、成長が期待できる分野へ投入することも可能となります。
第三に、成長手段の「組み合わせ」です。スピードある成長を可能にするＭ＆Ａやパートナー企業との

事業提携、ＪＶの設立などの外的成長と、雇用の創出・士気高揚に繋がる内的成長（オーガニックグロー
ス）の組み合わせをバランス良く取り入れる事が重要だと考えています。
第四に、ジオグラフィック上の「組み合わせ」です。事業を展開する地域に関しても、特定地域に集中

せずバランスが重要と考えております。工場および事業所、海外子会社等は、日本国内においてのみなら
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ず、海外においても１つの国や地域に集中しないよう意識しております。
第五に、パートナー企業の「組み合わせ」です。当社グループの製品の多くは中間加工製品です。この

ため、前工程（材料メーカー、シートメーカー等）、後工程（加工メーカー、最終メーカー等）に携わる
企業との継続的な協力関係が極めて重要と考えております。単なる取引先という関係ではなく「パートナ
ー」としての友好関係が重要であり、分野毎に、国内・国外を問わず、パートナー企業との関係作り、関
係強化は当社グループの業績の成否に直結します。
また、多角化戦略として、マテリアルソリューション事業、アドバンストテクノロジー事業それぞれの

事業領域において、既存領域分野における深化と新規領域分野の探索を通じて、多角化を実現するととも
に、２既存事業以外の分野における新規事業の探索も「樹脂の加工」に拘らず行っていく所存です。
＜経営環境＞
当社グループの事業領域の中心である日本国内の樹脂製品、樹脂加工業界および当社グループは、近

年、以下にあげる構造的な状況に直面しております。
第一に、当社グループの事業は、主として建設資材、住宅資材、農業資材等の国内の成熟市場に依拠し

ており、今後の人口減少に伴い、市場全体の成長性が乏しいことがあげられます。
第二に、成熟した国内市場に海外からの廉価品が輸入され、価格競争が激化しております。
第三に、当社グループの製品は、原材料に占める樹脂依存度が高く、その収益性を樹脂材料の価格に大

きく依存しております。とりわけ、昨年度後半からのナフサ価格の急騰は当社製品製造における原価上昇
に直結し、利益率を下げる要因となっております。今年度におきましても、世界における樹脂の需給状況
や為替等により原材料価格の動向はきわめて変動的であり、加えて、主要原材料メーカーの統合により当
社グループの価格交渉力が低下していることが、収益性に大きく影響する可能性があります。
このような経営環境のもとで、当社グループは、上述した経営方針・経営戦略のもと、売上の伸長、収

益性の向上、および事業領域の拡大に取り組んでおります。
＜対処すべき課題＞
当社グループは、以下のような課題に優先的に取り組んで参ります。
①事業戦略の見直し：事業ポートフォリオのゼロベースでの見直しと製品の取捨選択
②ハード（製品）だけでなく、ソフトやサービスとの三位一体化による差別化、収益化
③生産合理化による継続的なコストダウン
④原材料価格上昇に伴う製造原価上昇をカバーする製品価格への転嫁
⑤海外関連ビジネスの強化：日本依存度の低減
⑥組織の再編と人材強化
マテリアルソリューション事業においては、生産性の向上・資材調達の見直し等による全般的なコスト

削減を進め、同時に、一定の利益率を維持する為に、原材料価格の上層に伴う製品原価上昇をカバーする
製品価格への転嫁など、機動的に対応することで競争力を強化しつつ、成熟した国内市場でのプレゼンス
の向上に努めます。また、採算性の良い製品の一層の充実を図るための商材の選択と集中に努めつつ、市
場のニーズを捉えた新製品を投入するため、技術開発や海外の廉価原材料の調達、海外企業への技術指導
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や提携等による高品質な製商品の輸入等、海外への積極的な展開を図ります。
アドバンストテクノロジー事業においては、成長が見込まれる金属調加飾フィルム分野と高透明二層シ

ート分野への経営資源の重点投入と収益の拡大を最優先課題として取り組みながら、世界市場に対応でき
る独自の差別化された高付加価値製品の開発や新商材の発掘を進めて参ります。とりわけ自動車関連産業
に対し、金属調加飾フィルムと高透明二層シートを組み合わせた提案を行うことでより営業上のシナジー
を創出するとともに、技術開発を加速することに注力していく方針です。

－ 24 －



区 分 第 56 期
(2019年３月期)

第 57 期
(2020年３月期)

第 58 期
(2021年３月期)

第 59 期
(2022年３月期)
(当連結会計年度)

売 上 高 (千円) 28,229,938 29,251,432 29,248,149 21,002,877

経 常 利 益 (千円) 1,943,229 1,598,646 1,428,662 903,248

親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 当 期 純 利 益 (千円) 1,429,217 1,108,962 2,386,605 655,073

１株当たり当期純利益 (円) 146.36 116.30 244.82 69.73

総 資 産 (千円) 29,481,348 29,144,940 26,092,096 24,255,801

純 資 産 (千円) 11,277,216 12,078,039 14,289,553 13,761,535

１ 株 当 た り 純 資 産 (円) 1,180.37 1,263.22 1,457.60 1,626.14

自 己 資 本 比 率 (％) 38.2 41.3 54.6 56.6

(9)　直前３事業年度の財産及び損益の状況

（注）１．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日）等を当連結会計年度の期
首から適用しており、当連結会計年度に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値
となっております。

２．１株当たりの金額は小数点第３位を四捨五入しております。
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会 社 名 資 本 金 当社の議決権比率 主 要 な 事 業 内 容

㈱ イ ノ ベ ッ ク ス 100,000千円 100.00% 各種プラスチックと繊維等を原材料
とした複合素材の製造・販売

㈱ ウ ェ ー ブ ロ ッ ク ・
アドバンスト・テクノロジー 100,000 100.00

金属調加飾フィルムおよび高透明二
層シート・フィルムの製造・販売、
医療用湿布基材の製造・販売および
開封テープの販売

会 社 名 住 所 株式の帳簿価額 当社の総資産額

㈱ イ ノ ベ ッ ク ス 東京都中央区明石町８番１号 8,938,352千円 11,837,508千円

(10)　重要な親会社及び子会社の状況
①　親会社の状況
　該当事項はございません。

②　重要な子会社の状況

③　特定完全子会社に関する事項

－ 26 －



本 社 東京都中央区

古 河 事 業 所 茨城県古河市

㈱ イ ノ ベ ッ ク ス
本社（東京都中央区）、大阪支店（大阪府大阪市）、九州支店（福岡県福岡
市）、古河工場（茨城県古河市）、ダイオ袋井工場（静岡県袋井市）、ダイ
オ掛川工場（静岡県掛川市）

㈱ ウ ェ ー ブ ロ ッ ク ・
アドバンスト・テクノロジー

本社（東京都中央区）、古河工場（茨城県古河市）、名古屋工場（愛知県名
古屋市）、一関工場（岩手県一関市）

(11)　主要な営業所及び工場（2022年３月31日現在）
①　当社

②　主要な子会社

事 業 区 分 従 業 員 数 前連結会計年度末比増減

マテリアルソリューション事業 453名 (94名) 14名増 (10名増)

アドバンストテクノロジー事業 88名 (17名) 2名増 (4名増)

全 社 （ 共 通 ） 46名 (0名) 1名減 (1名減)

合 計 587名(111名) 15名増 (13名増)

(12)　従業員の状況（2022年３月31日現在）
①　当社グループの従業員の状況

（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、季節工を含
みます。）は（　）内に年間の平均人員を外数で記載しております。

２．全社（共通）として記載されている従業員数は、特定の事業に区分できない管理部門の従業員であり
ます。
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従 業 員 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

46（0）名 1名減（1名減） 46.8歳 15.5年

②　当社の従業員の状況

（注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、パ
ート及び嘱託社員は（　）内に年間の平均人員を外数で記載しております。

借 入 先 借 入 額

㈱ み ず ほ 銀 行 1,279,184千円

㈱ 三 井 住 友 銀 行 1,220,000

㈱ 商 工 組 合 中 央 金 庫 700,220

(13)　主要な借入先の状況（2022年３月31日現在）

(14)　その他企業集団の現況に関する重要な事項
　該当事項はありません。
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(1)　発行可能株式総数 44,440,000株
(2)　発行済株式の総数 11,120,538株（自己株式2,644,214株を含む）
(3)　株主数 6,013名（前期末比　622名減）
(4)　単元株式数 100株

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

株 式 会 社 サ ン ゲ ツ 1,553,900株 18.33％
日 本 マ ス タ ー ト ラ ス ト 信 託 銀 行 株 式 会 社
（信　託　口） 1,118,100 13.19

株 式 会 社 日 本 カ ス ト デ ィ 銀 行 （ 信 託 口 ） 399,600 4.71
I N T E R A C T I V E  B R O K E R S  L L C 367,800 4.34
木 根 渕 　 純 237,907 2.81
R E  F U N D  1 0 7 - C L I E N T  A C 176,600 2.08
BBH LUX/DAIWA SBI LUX FUNDS SICAV – 
DSBI JAPAN EQUITY SMALL CAP 
ABSOLUTE VALUE

126,400 1.49

三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券株式会社 91,900 1.08
西 村 　 陽 介 68,000 0.80
石 原 　 智 憲 60,000 0.71

２．会社の株式に関する事項（2022年３月31日現在）

(5)　大株主

（注）１．当社は、自己株式2,644,214株を保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
２．持株比率は自己株式を控除して計算しております。
３．持株比率は小数点第３位を四捨五入しております。

(6)　当事業年度中に職務執行の対価として当社役員に対し交付した株式の状況
　該当事項はございません。
　当社の株式報酬の内容につきましては、「４．会社役員に関する事項、(6)取締役及び監査
役の報酬等」に記載しております。

(7)　その他株式に関する重要な事項
　該当事項はございません。
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３．会社の新株予約権等に関する事項
(1)　当事業年度の末日に当社役員が保有する職務執行の対価として交付された新株予約権等の内

容の概要
　該当事項はありません。

(2)　当事業年度中に職務執行の対価として当社使用人等に交付した新株予約権の状況
　該当事項はありません。

(3)　その他新株予約権等の状況
　該当事項はありません。
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氏 名 地 位 お よ び 担 当 重 要 な 兼 職 の 状 況

石 原 智 憲 代 表 取 締 役
兼 執 行 役 員 社 長

上 條 　 誠 取 締 役 兼 執 行 役 員 副 社 長
全 社 統 括 担 当

石 井 　 健 取 締 役

萩 原 邦 章 取 締 役
萩原工業㈱取締役会長
東洋平成ポリマー㈱取締役会長
トラスコ中山㈱社外取締役

山 木 　 浩 取 締 役 ㈱イセノート代表取締役

柚 木 憲 一 取 締 役

田 中 　 博 常 勤 監 査 役

岡 野 真 也 監 査 役 岡野真也法律事務所所長

松 澤 英 雄 監 査 役 税理士法人松澤会計事務所代表

４．会社役員に関する事項
(1)　取締役及び監査役の氏名等（2022年３月31日現在）

（注）１．2022年２月28日をもって、杉山隆博氏は取締役を辞任いたしました。
２．取締役の石井健氏、萩原邦章氏、山木浩氏および柚木憲一氏は、社外取締役であります。
３．監査役の岡野真也氏および松澤英雄氏は、社外監査役であります。
４．当社は、石井健氏、萩原邦章氏、山木浩氏、柚木憲一氏、岡野真也氏および松澤英雄氏を東京証券取
引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。

５．監査役の松澤英雄氏は、公認会計士の資格を有しており、財務および会計に関する相当程度の知見を
有するものであります。
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氏 名 退 任 日 退 任 事 由 退任時の地位・担当及
び重要な兼職の状況

木 根 渕 　 純 2021年６月18日 任期満了 当 社 取 締 役

小 関 　 健 2021年６月18日 任期満了 当 社 取 締 役

杉 山 　 隆 博 2022年２月28日 辞任

当社取締役兼執行役員
マテリアルソリューション
事 業 統 括

㈱イノベックス代表取締役
兼 執 行 役 員 社 長

(2)　当事業年度中に退任した取締役

(3)　責任限定契約の内容の概要
　当社と各社外取締役および各社外監査役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第
423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。
　当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が定める最低責任限度額としております。

(4)　補償契約の内容の概要等
　該当事項はありません。

(5)　役員等賠償責任保険契約の内容の概要等
　当社は会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締
結しております。当該保険契約の被保険者の範囲は当社取締役および監査役（社外取締役およ
び社外監査役を含む）並びに子会社取締役および監査役であり、被保険者は保険料を負担して
おりません。
　当該保険契約の内容の概要は、被保険者がその職務の執行に関し責任を負うことまたは当該
責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのある損害を当該保険契約により保険
会社が填補するものであり、１年毎に契約更新しております。次回更新時には同内容での更新
を予定しております。
　ただし、被保険者の職務の執行の適正性が損なわれないようにするため、被保険者が違法に
利益または便宜を得たり、法令違反または取締役法規に違反することを認識した場合には填補
の対象としないこととしております。

(6)　取締役及び監査役の報酬等
イ．役員報酬等の内容の決定に関する方針等
　当社は、2021年３月31日開催の取締役会において、取締役の個人別の報酬等に係る決定方
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針を決議しております。当該取締役会の決議に際しては、あらかじめ決議する内容について指
名・報酬委員会へ諮問し、答申を受けております。
　また、取締役会は、当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等について、下記のとおり指
名・報酬委員会に委任しており、報酬等の内容の決定方法および決定された報酬等の内容が取
締役会で決議された決定方針と整合していることについて、指名・報酬委員会の監督機能が働
くことにより、当該決定方針に沿うものであると判断しております。
　取締役の個人別の報酬等の内容にかかる決定方針の内容の概要は次のとおりです。
a.基本報酬に関する方針
取締役の基本報酬は、月例の固定報酬とし従業員給与の水準を含め総合的に勘案し役位に
応じて決定します。

b.業績連動報酬等に関する方針
取締役（社外取締役を除く）の業績連動報酬等は、前年度の連結純利益を評価指標とし決
定します。
c.非金銭報酬等に関する方針
非金銭報酬等は、株式給付信託を用いた株式報酬とし、株主総会で決議された条件の下
で、指名・報酬委員会へ諮問し答申を得て、取締役会において定められた役員株式給付規
程に基づき、役位に応じたポイントを付与し、付与ポイントに応じて、退職時に当社株式
を交付します。

d.報酬等の割合に関する方針
金銭報酬と株式報酬の割合は、株式報酬の割合につき、代表取締役社長においては概ね10
～15%程度、業務執行取締役においては概ね３～５%程度となるよう組成することを目標
とし、その余の部分を金銭報酬とすることを方針とします。また、金銭報酬のうち基本報
酬と業績連動報酬の割合については、業績連動としての性質から振れ幅はあるものの、そ
の割合は概ね５：５から６：４となるよう組成するものとしています。

e.報酬等の付与時期や条件に関する方針
基本報酬は月例の固定報酬とし、業績連動報酬はその額を十二等分し、基本報酬と同時に
月例の報酬として支払われます。
f. 報酬等の決定の委任に関する事項
個人別の報酬額については、取締役会決議に基づき指名・報酬委員会がその具体的な内容
について委任を受けて決定するものとし、その権限の内容は、各取締役の基本報酬及び業
績連動報酬の額とします。当該権限が指名・報酬委員会によって適切に行使されるよう、
指名・報酬委員会は独立社外取締役を委員長とし、その過半数を社外取締役で構成しま
す。また、上記権限の委任理由につきましても、同様に委員長が独立社外取締役であるこ
と、委員の過半数が社外取締役であることから監督機能が働き、客観性および透明性が確
保された役員報酬等の決定に適しているからです。なお、株式報酬は、指名・報酬委員会
の答申を踏まえて取締役会で定めた役員株式給付規程に基づいて支給します。
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区 分 総 額
報 酬 等 の 種 類 別 の 額 （ 千 円 ）

対象となる
役員の員数基 本 報 酬 業 績 連 動

報 酬 等
非 金 銭
報 酬 等

取 締 役
（うち社外取締役）

154,937千円
（28,800千円）

85,870千円
（28,800千円）

62,851千円
（-）

6,216千円
（-）

9名
（5名）

監 査 役
（うち社外監査役）

27,000
（12,000）

27,000
（12,000）

-
（-）

-
（-）

3
（2）

合 計
（うち社外役員）

181,937
（40,800）

112,870
（40,800）

62,851
（-）

6,216
（-）

12
（7）

ロ．当事業年度に係る報酬等の総額等

（注）１．期末現在の人員数は取締役6名（うち社外取締役４名）、監査役３名（うち社外監査役２名）です。
また、上表の対象となる取締役員数の中に当事業年度に退任した取締役３名が含まれております。

２．業績連動報酬等にかかる業績指標は連結純利益であり、その実績は1,007百万円であります。当該指
標を選択した理由は、グループ全体の最終利益を確保することが経営責任と捉え指標にしておりま
す。当社の業績連動報酬は、前年度の連結純利益に職位別の評価乗率を乗じたもので算定されており
ます。

３．非金銭報酬等の内容は当社の株式であり、株式給付信託を用いた株式報酬とし、株主総会で決議され
た条件の下で、指名・報酬委員会へ諮問し答申を得て、取締役会において定められた役員株式給付規
程に基づき、役位に応じたポイントを付与し、付与ポイントに応じて退職時に当社株式を交付しま
す。

４．取締役の報酬限度額は、1997年６月20日開催の第34期定時株主総会において、年額2億50百万円
以内と決議しております。当該株主総会終結時点の取締役の員数は13名（うち社外取締役は３名）
です。

５．監査役の報酬限度額は、1997年６月20日開催の第34期定時株主総会において、年額50百万円以内
と決議しております。当該株主総会終結時点の監査役の員数は４名（うち社外監査役は３名）です。

６．上記４の報酬限度額とは別枠にて、2018年6月20日開催の第55期定時株主総会において、株式給付
信託を用いた株式報酬の給付を対象取締役等に対して行うため、対象期間（3事業年度毎）に対応す
る取得資金として6,000万円（うち当社取締役分として4,115万円）を上限とする金員を拠出するこ
と、および対象期間において96,900株を上限として信託を通じて当社株式を取得することを決議し
ております。対象取締役等の範囲は、当社の取締役、執行役員および一部子会社の一部取締役（いず
れも社外取締役を除きます）となります。当該株主総会終結時点の取締役の員数は８名（うち社外取
締役は４名）です。

ハ．当事業年度において支払った役員退職慰労金
　該当事項はありません。

ニ．社外役員が親会社等又は親会社等の子会社等（当社を除く）から受けた役員報酬等の総額
　該当事項はありません。
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(７)　社外役員に関する事項
①　他の法人等の重要な兼職の状況および当社と当該他の法人等との関係
　取締役の萩原邦章氏は、萩原工業㈱取締役会長、東洋平成ポリマー㈱取締役会長およびト
ラスコ中山㈱社外取締役であります。萩原工業㈱、東洋平成ポリマー㈱およびトラスコ中山
㈱は、当社グループのマテリアルソリューション事業において取引関係がありますが、当社
グループの各社に対する売上高は、当社連結売上高に占める割合がそれぞれ、萩原工業㈱は
0.368％、東洋平成ポリマー㈱は0.001％、トラスコ中山㈱は0.728%であるため、当社グル
ープの主要な取引先には該当せず、萩原氏の社外取締役としての独立性については、問題な
いと考えております。
　取締役の山木浩氏は、㈱イセノート代表取締役であります。当社と兼職先との間には特別
の関係はありません。
　監査役の岡野真也氏は、岡野真也法律事務所所長であります。当社と兼職先との間には特
別の関係はありません。
　監査役の松澤英雄氏は、税理士法人松澤会計事務所代表であります。当社と兼職先との間
には特別の関係はありません。
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氏 名 地 位 出 席 状 況
発言状況及び社外取締役に
期 待 さ れ る 役 割 に 関 し て
行 っ た 職 務 の 概 要

石 井 　 健 社 外 取 締 役 取締役会　19回／19回

樹脂業界に長年携わった経験と見識に
基づき、経営の監督と経営に必要な助
言等社外取締役に求められる役割・責
務を十分果たしております。当社グル
ープ会社に対しても事業の運営に関す
るアドバイスを積極的に行っておりま
す。また、当事業年度に開催された４
回の指名・報酬委員会全てに出席し役
員の人事・報酬の審議に携わり、客観
的・中立の立場で当社の役員候補者の
選定や役員報酬等の決定過程における
監督機能として必要な意見発言を行っ
ております。

萩 原 邦 章 社 外 取 締 役 取締役会　19回／19回

樹脂ビジネスを主事業とする企業経営
者として豊富な経験と幅広い知識に基
づき、当社の経営に対する実効性の高
い監督等に十分な役割・責務を果たし
ております。現役の経営者として樹脂
ビジネスの現状に多くの知見を持ち、
当社グループ会社に対して的確な指導
を行っております。また、当事業年度
に開催された４回の指名・報酬委員会
全てに出席し、役員の人事・報酬の審
議に携わり、客観的・中立の立場で当
社の役員候補者の選定や役員報酬等の
決定過程における監督機能として必要
な意見発言を行っております。

②　当事業年度における主な活動状況
イ．社外取締役
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氏 名 地 位 出 席 状 況
発言状況及び社外取締役に
期 待 さ れ る 役 割 に 関 し て
行 っ た 職 務 の 概 要

山 木 　 浩 社 外 取 締 役 取締役会　19回／19回

企業経営者として豊富な経験と幅広い
知識に基づき、当社の経営に対する実
効性の高い監督等に十分な役割・責務
を果たしております。海外におけるビ
ジネスに長年携わった経験に基づき、
当社グループ会社の海外ビジネスに対
する助言を行っております。また、当
事業年度に開催された４回の指名・報
酬委員会全てに出席し、うち3回は委
員長として、役員の人事・報酬の審議
に携わり、客観的・中立の立場で当社
の役員候補者の選定や役員報酬等の決
定過程における監督機能として必要な
意見発言を行っております。

柚 木 憲 一 社 外 取 締 役 取締役会　15回／15回

長年にわたり証券会社に在籍し、営業
部門、管理部門の業務に携わり、企業
経営者としての経験も有しておりま
す。それらの経験に基づく豊富な知識
を活かし、当社の経営に対する実効性
の高い監督等に十分な役割・責務を果
たすとともに、当社グループの経営に
対する助言を行っております。また、
社外取締役就任以降開催された３回の
指名・報酬委員会全てに出席し、役員
の人事・報酬の審議に携わり、客観
的・中立の立場で当社の役員候補者の
選定や役員報酬等の決定過程における
監督機能として必要な意見発言を行っ
ております。

（注）柚木憲一氏は2021年６月18日開催の第58期定時株主総会にて新たに取締役に選任され、就任いたしま
したので、同日以降に開催された取締役会の出席状況を記載しております。
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氏 名 地 位 出 席 状 況 発 言 状 況 等

岡 野 真 也 社 外 監 査 役 取締役会　19回／19回
監査役会　15回／15回

主に弁護士としての専門的見地に基づ
き、独立した立場から取締役会機能の
強化と監督等に十分な役割・責務を果
たしております。
また、当社および当社グループ会社役
員との意見交換会を不定期で行ってお
り、法律家としての見地から適切なア
ドバイスを行っております。

松 澤 英 雄 社 外 監 査 役 取締役会　18回／19回
監査役会　15回／15回

主に公認会計士としての豊富な経験と
幅広い見識に基づき、当社の経営に対
する実効性の高い監督等に十分な役
割・責務を果たしております。
また、当社および当社グループ会社役
員との意見交換会を不定期で行ってお
り、公認会計士としての見地から適切
なアドバイスを行っております。

ロ．社外監査役
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報 酬 等 の 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 51,000千円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の
利益の合計額 51,000千円

５．　会計監査人の状況
(1)　会計監査人の名称　　　　　　　　有限責任監査法人トーマツ

(2)　当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の
監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る会計監
査人の報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２．監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積りの算出根拠など
が適切であるかどうかについて必要な検証を行ったうえで、会計監査人の報酬等の額について同意の
判断をいたしました。

３．当社の海外子会社大連嘉欧農業科技有限公司については、当社の会計監査人以外の公認会計士または
監査法人（外国におけるこれらの資格に相当する資格を有する者を含む）の監査を受けております。

(3)　会計監査人の報酬等について監査役会が同意した理由
　監査役会は、取締役、社内関係部署および会計監査人からの必要な資料の入手や報告を通じ
て監査項目別監査時間および監査報酬の推移ならびに過年度の監査計画と実績の状況を確認
し、当事業年度の監査計画にもとづく監査時間および報酬額の見積りの妥当性を検討した結
果、会計監査人の報酬等につき、会社法第399条第１項の同意を行っております。

(4)　非監査業務の内容
　該当事項はありません。
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(5)　会計監査人の解任または不再任の決定の方針
　監査役会は、会計監査人が会社法その他の法令に違反もしくは抵触した場合または公序良俗
に反する行為を行った場合、その他会計監査人の独立性、監査品質等の確保体制が不十分であ
る場合等その必要があると判断した場合には、会社法第344条の定めに従い、会計監査人の解
任または不再任の議案の内容を決定いたします。
　当社は、会計監査人の解任または不再任に関する監査役会が決定した議案を株主総会に上程
いたします。
　また、監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認め
られる場合、監査役全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。この場合、監査役会
が選定した監査役は、解任後最初に招集される株主総会において、会計監査人を解任した旨と
解任の理由を報告いたします。

（注）本事業報告中の記載金額のうち注記のない金額については、表示単位未満の端数を切り捨てて
おります。

６．剰余金の配当等の決定に関する方針
　当社は株主への利益還元と事業価値最大化のための再投資の適切なバランスを取ることが、経営
の最重要課題のひとつであると認識しております。
　利益配分については、配当性向（配当総額を親会社株主に帰属する当期純利益で除した比率）が
35％以上となることを目安にしつつ、安定的な配当を実行・維持する（配当性向を意識するがあ
まり、利益に応じて増配や減配を繰り返すことはしない）ことを基本方針としながら、株式分割や
自己株式の購入等を含めて株主に対して報いていく所存であります。
　なお、当社は中間配当と期末配当の年２回の剰余金の配当を行うことを基本方針とし、「会社法
第459条第１項各号に定める事項については、法令に別段の定めのある場合を除き、株主総会の決
議によらず取締役会の決議をもって剰余金の配当等を行う。」旨を定款に定めております。
　当事業年度の期末配当金につきましては、１株につき15円とさせていただきます。すでに、
2021年12月６日に実施済みの中間配当金1株当たり15円とあわせまして、年間配当は1株当たり
30円となります。
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科 目 金 額 科 目 金 額
（ 資 　 産 　 の 　 部 ）

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
受 取 手 形
売 掛 金
商 品
製 品
原 材 料
仕 掛 品
貯 蔵 品
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物 及 び 構 築 物
機械装置及び運搬具
土 地
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定
そ の 他

無 形 固 定 資 産
投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
長 期 前 払 費 用
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金　

千円
15,022,025
1,961,626
1,697,723
4,223,729
1,748,433
3,317,877
1,093,456
332,252
62,338
601,292
△16,706

9,233,776
7,493,846
1,820,857
1,004,824
3,931,986

6,271
555,008
174,898
219,902

1,520,027
627,320
15,910
685,400
213,877
△22,480　

（ 負 　 債 　 の 　 部 ） 千円
流 動 負 債 7,156,117
支払手形及び買掛金 2,921,299
短 期 借 入 金 1,350,000
１年内返済予定の長期借入金 1,471,904
リ ー ス 債 務 5,757
未 払 法 人 税 等 93,886
賞 与 引 当 金 287,128
そ の 他 1,026,142

固 定 負 債 3,338,147
長 期 借 入 金 1,320,500
リ ー ス 債 務 1,329
株 式 給 付 引 当 金 13,031
退職給付に係る負債 1,803,314
資 産 除 去 債 務 17,823
そ の 他 182,148

負 債 合 計 10,494,265
（ 純  資  産  の  部 ）

株 主 資 本 13,538,468
資 本 金 2,185,040
資 本 剰 余 金 744,247
利 益 剰 余 金 12,490,923
自 己 株 式 △1,881,742

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額 179,366
その他有価証券評価差額金 6,938
為 替 換 算 調 整 勘 定 173,232
退職給付に係る調整累計額 △804

新 株 予 約 権 2,358
非 支 配 株 主 持 分 41,342
純 資 産 合 計 13,761,535

資 産 合 計 24,255,801 負 債 純 資 産 合 計 24,255,801

連 結 貸 借 対 照 表
（2022年３月31日現在）

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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(2021年 4 月 1 日から
2022年 3 月31日まで)

科 目 金 額
千円 千円

売 上 高 21,002,877
売 上 原 価 16,122,926
売 上 総 利 益 4,879,951
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 4,230,110
営 業 利 益 649,841
営 業 外 収 益

受 取 利 息 3,665
受 取 配 当 金 1,330
仕 入 割 引 8,282
持 分 法 に よ る 投 資 利 益 237,263
為 替 差 益 43,666
そ の 他 63,245 357,454

営 業 外 費 用
支 払 利 息 34,395
不 動 産 賃 貸 費 用 30,074
支 払 手 数 料 32,740
そ の 他 6,836 104,047

経 常 利 益 903,248
特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 733 733
特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 12,233 12,233
税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 891,748
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 230,286
法 人 税 等 調 整 額 143
当 期 純 利 益 661,318
非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 6,244
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 655,073

連 結 損 益 計 算 書

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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科 目 金 額 科 目 金 額
（ 資 　 産 　 の 　 部 ）

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

売 掛 金

前 払 費 用

短 期 貸 付 金

未 収 入 金

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

リ ー ス 資 産

そ の 他

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ ェ ア

投 資 そ の 他 の 資 産

関 係 会 社 株 式

関 係 会 社 出 資 金

長 期 前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産

そ の 他　

千円

2,329,458

106,936

14,058

22,578

1,707,625

522,858

13,172

△57,770

9,508,049

40,997

3,416

37,581

147,987

147,987

9,319,063

9,204,658

2,190

96

62,421

49,697　

（ 負 　 債 　 の 　 部 ） 千円
流 動 負 債 5,526,243
短 期 借 入 金 3,950,000
１年内返済予定の長期借入金 1,434,404
リ ー ス 債 務 3,801
未 払 金 71,636
未 払 費 用 14,621
賞 与 引 当 金 37,140
そ の 他 14,640

固 定 負 債 1,555,759
長 期 借 入 金 1,320,500
株 式 給 付 引 当 金 13,031
退 職 給 付 引 当 金 222,227

負 債 合 計 7,082,002
（ 純  資  産  の  部 ）

株 主 資 本 4,753,147
資 本 金 2,185,040
資 本 剰 余 金 2,007,325
資 本 準 備 金 1,092,520
そ の 他 資 本 剰 余 金 914,805

利 益 剰 余 金 2,442,524
そ の 他 利 益 剰 余 金 2,442,524
繰 越 利 益 剰 余 金 2,442,524

自 己 株 式 △1,881,742
新 株 予 約 権 2,358
純 資 産 合 計 4,755,505

資 産 合 計 11,837,508 負 債 純 資 産 合 計 11,837,508

貸　借　対　照　表
（2022年３月31日現在）

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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(2021年 4 月 1 日から
2022年 3 月31日まで)

科 目 金 額
千円 千円

営 業 収 益 524,860
営 業 費 用 788,482
営 業 損 失 263,622
営 業 外 収 益

受 取 利 息 24,729

為 替 差 益 31,716

そ の 他 566 57,012

営 業 外 費 用
支 払 利 息 62,466

支 払 手 数 料 32,740

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 57,770

そ の 他 499 153,477

経 常 損 失 360,087
特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 72 72

税 引 前 当 期 純 損 失 360,014
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 △222,296

法 人 税 等 調 整 額 20,387

当 期 純 損 失 158,105

損　益　計　算　書

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

－ 44 －



独立監査人の監査報告書

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 大 中 　 康 宏
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 片 山 　 行 央

2022年５月16日
ウェーブロックホールディングス株式会社
　取　　締　　役　　会　御中　

有限責任監査法人トーマツ
東　京　事　務　所

　監査意見
　当監査法人は、会社法第444条第4項の規定に基づき、ウェーブロックホールディングス株式会社の
2021年4月1日から2022年3月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連
結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準
拠して、ウェーブロックホールディングス株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に
係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。
監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の
基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監
査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、
監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切
な監査証拠を入手したと判断している。
その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し
開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運
用における取締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人
はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、そ
の他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか
検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注
意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その
事実を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を
作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作
成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

連結計算書類に係る会計監査報告
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　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適
切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企
業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視する
ことにある。
連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重
要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書
類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又
は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があ
ると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業
的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応
した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明
の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査
人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内
部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積
りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した
監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確
実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、
監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結
計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求め
られている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や
状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に
準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並び
に連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・　連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切
な監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任があ
る。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別し
た内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項に
ついて報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守
したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減
するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。
利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利
害関係はない。

以　上
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独立監査人の監査報告書

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 大 中 　 康 宏
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 片 山 　 行 央

2022年５月16日
ウェーブロックホールディングス株式会社
　取　　締　　役　　会　御中　

有限責任監査法人トーマツ
東　京　事　務　所

　監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第2項第1号の規定に基づき、ウェーブロックホールディングス株式会社
の2021年4月1日から2022年3月31日までの第59期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計
算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）につい
て監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているも
のと認める。
監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の
基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査
法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのそ
の他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手
したと判断している。
その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し
開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運
用における取締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人は
その他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その
他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討
すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を
払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その
事実を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作
成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し
適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切で
あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に
関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視する
ことにある。
計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要
な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に
対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集
計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判
断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業
的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応
した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明
の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部
統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積
りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監
査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実
性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監
査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類
等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められてい
る。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況によ
り、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準
拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計
算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別し
た内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項に
ついて報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守
したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減
するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
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監　査　報　告　書
　当監査役会は、2021年4月1日から2022年3月31日までの第59期事業年度の取締役の職務の執行に関し
て、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、監査役全員の一致した意見として本監査報告書
を作成し、以下のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
⑴　監査役会は、監査の方針、職務の分担等を含む監査計画を定め、コンプライアンス及び内部統制シス
テムに関しての重点監査項目を設定し、毎月定期的に監査役会を開催し、各監査役から監査の実施状況
及び結果について報告を受けるとともに、監査役間で意見交換を行うほか、取締役等及び会計監査人か
らその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。
⑵　各監査役は、監査役会が定めた監査役会規則、監査役監査基準、内部統制システムに係る監査の実施
基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、Web会議や資料の電子提供等の手段も活用しなが
ら、取締役、執行役員、内部監査部門その他の従業員等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境
の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施いたしました。
①　取締役会その他重要な会議に対面又はオンライン形式で出席し、取締役及び使用人等から各グル
ープ会社に関する職務も含め、その職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求
め、決裁書類その他重要な書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において、リモート監査を含め
て業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、当社企業グループ連結監査
の観点から、常勤監査役が主要な子会社の監査役を兼務しており、主要な子会社の取締役会等重要
な会議に出席するほか、子会社の取締役等と意思疎通及び情報の交換を図るとともに、監査計画に
基づき海外を含む主要な子会社の支店、事業所、工場等についてオンライン形式により事業の報告
を受け、必要に応じて説明を求めました。
②　事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための
体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものと
して会社法施行規則第100条第1項及び第3項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及
び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等から
その構築及び運用の状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしまし
た。

③　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとと
もに、会計監査人から監査計画、四半期レビュー結果、期末監査結果ほか、その職務の執行状況に
ついて適宜報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適
正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に
関する品質管理基準」（2005年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を
受け、必要に応じて説明を求めました。
　なお、監査上の主要な検討事項（KAM）については、有限責任監査法人トーマツと継続的に協
議を行うとともに、社内の関係部門とも当該事項に関する協議を実施いたしました。
　また、会計監査人から公認会計士・監査審査会による検査結果や、日本公認会計士協会による品
質管理レビューの結果及び「監査法人の組織的な運営に関する原則」（監査法人のガバナンス・コ
ード）への対応について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。
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④　内部監査については、事前に監査室から監査計画の説明を受け、実施した監査の結果、及びその
改善状況について適宜に報告を受けました。また、内部統制システムの整備状況について随時協議
するとともに、監査指摘事項については適時適切に改善されていることを確認いたしました。
　その他、三様監査の連携を図り監査の実効性及び効率性を高めるため、監査役、会計監査人、内
部監査部門が出席する会合を開催し、それぞれの監査状況について報告と情報交換のもと、協議を
行い監査環境の整備に努めました。
⑤　取締役の競業取引、取締役と会社間の利益相反取引、会社が行なった無償の利益供与、並びに子
会社又は株主との通例的でない取引等に関しては、上記の方法のほか、グループ会社の全取締役か
ら「業務執行確認書」（「法令遵守および内部統制システムの整備・充実」に関する確認書）の提
出を求め、調査いたしました。
　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、
損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結
貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしまし
た。

２．監査の結果
⑴　事業報告等の監査結果
①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認
めます。
②　取締役の職務の執行に関しては、子会社に関する職務を含め、不正の行為又は法令もしくは定款
に違反する重大な事実は認められません。なお、取締役の競業取引、取締役と会社間の利益相反取
引、会社が行った無償の利益の供与、子会社または株主との通例的でない取引、並びに自己株式の
取得及び処分等についても、取締役の義務違反は認められません。
③　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制シ
ステムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認めら
れません。
　なお、新型コロナウィルス感染症に対しては、グループ従業員の安全を確保しながら、適切に対応
していくことを確認しております。

⑵　計算書類及びその附属明細書の監査結果
　会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

⑶　連結計算書類の監査結果
　会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

常勤監査役 田 中 　 博 ㊞
社外監査役 岡 野 真 也 ㊞
社外監査役 松 澤 英 雄 ㊞

2022年５月17日
ウェーブロックホールディングス株式会社　監査役会

　
以　上
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東京メトロ銀座線・日比谷線・丸ノ内線「銀座」駅Ａ12出口より徒歩約３分
東京メトロ有楽町線「銀座一丁目」駅出口11より徒歩約５分
東京メトロ日比谷線「東銀座」駅Ａ２出口より徒歩約４分、出口３より徒歩約
６分
都営地下鉄浅草線「東銀座」駅Ａ２・Ａ７・Ａ８出口より徒歩約２分、出口３
より徒歩約６分
ＪＲ「有楽町」駅より徒歩約13分

株 主 総 会 会 場 ご 案 内 図

会場：東京都中央区銀座三丁目９番11号　紙パルプ会館
銀座フェニックスプラザ２階　フェニックスホール

TEL 03－3543－8118（代表）

和光
銀座駅

三越

王子製紙

松　　屋

東
京
メ
ト
ロ
日
比
谷
線
晴
海
通
り

東
京
メ
ト
ロ
有
楽
町
線

昭和通り

都営地下鉄浅草線東銀座駅

東京メトロ銀座線

ＪＲ有楽町駅

メルサ
ギンザ２

銀
座
一
丁
目
駅

Ａ12出口
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（注）■印は地下鉄最寄りの出口


